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今年もボジョレーヌーヴォーの季節がやってくる！ 

昨年 2015 年は、ブドウの粒が小さかったため、収量は少なかったが、病気ひとつない久々に天候に恵ま

れた年だった。当たり年と言うだけあって、ワインはふくよかでボリューム豊かだったが、全体的にバランス

が取れていて、飲み口の良い味わいに仕上がっていた。 

2016 年は、ブルゴーニュ、ロワール、南仏等に遅霜や雹による大規模な被害があり、フランス全体では、

春の降雨量がすでに 1 年分を超え、あちらこちらで洪水の被害を耳にする不安要素の多いスタートとなって

いる。今まで数々の厳しいミレジムを乗り越えてきた彼らは、果たしてこの困難をどう乗り越えて、どんなワ

インに仕上げていくのだろうか！？彼らの経験値、そして天運が試される、そんなミレジムになりそうだ。 

 

 

 

☆ カリーム・ヴィオネ 

冬が暖冬でブドウの発芽が 3 週間ほど早く、最初は遅霜の被害が心配されたが、辛うじて逃れることができた。

だが、極めつけは 5 月 28 日に降った雹！夜中の 3 時くらいから分厚い雷雲が帯のように連なり、モルゴンの南東

からフルーリーにかけて親指ほどの雹が降った。翌日の朝早く畑をチェックしに出向いたが、畑の高低差でちょう

ど溝になっている道に 60 ㎝くらいの雹が融けずに積もっていた。たった 10 分ほどの短時間の間だったが、それだ

けかなり強烈に雹が降ったことを物語っている。ボジョレー・ヴィラージュや一部ヌーヴォーにも使うランシエの

畑にたどり着くと案の定 100％壊滅。新芽が雹によって見るも無残にへし折られていた…。ランシエ以外の畑は、

雹に当たっていないのでまだヌーヴォーに回すブドウはあるが、今年は全体の収量が確実に減るだろう。 

雹以外では、ミルデューの心配がある。雨が降ったり止んだりの天候が続き、残念ながらミルデューの格好の繁

殖条件が整っており、ボルドー液散布回数も多い。開花も始まっており、もうただただ天候が回復することを祈る

ばかりだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     今年の状況について説明をするカリーム                 雹の被害を受けた樹 

 

☆ ジャン・フォイヤール 

開花は 6 月 14 日頃から始まった。例年並みのペースだが、雨が多いため開花はまばらで時間がかかっている。 

2016 年は、暖冬からスタートしたが、3 月から天候が一転、気温の上がらない雨がちな日が毎日のように続い

ている。そのため、現在はミルデュー対策のための土起こしとボルドー液の散布はノンストップだ。加えて、5 月



28 日には猛烈な勢いで雹が降り、コースレットとフルーリーに大きなダメージがあった。ヌーヴォーの畑もランシ

エにある一部の区画が壊滅的だったが、その他大部分の区画は辛うじて難を逃れることができた。 

今年はすでに雹の被害で例年の 2 割ほど収量が減っている。またそれ以上に今年は病気の蔓延が心配だ。 すで

にいくつかの畑でミルデューが確認されている。天気予報ではこれから天候が回復するという予報なので、それを

信じたいところだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ヌーヴォーの畑                     僅かだがミルデューが確認されている 

 

☆ フレデリック・コサール＆ケヴィン・デコンブ 

2016 年は新しく 60 アールほどヌーヴォーの畑を所有した。畑は、昨年のヌーヴォーをつくった標高の高いネゴ

スの畑と隣接していて、現在ネゴスの畑と一緒に作業している。2016 年はとても天候が厳しく、気温の上がらな

い日が続いているため、ブドウの成長が去年よりも 3 週間ほど遅い…。雹の被害は、幸いヌーヴォーの畑が雷雲か

ら外れていたので逃れることができたが、晴れ間と雨を交互に繰り不安定な天気によりミルデューの蔓延が本当に

心配だ。（ちなみに、ケヴィンのモルゴンの畑は 30％～40％雹のダメージを受けてしまった）。また何よりも収穫

の遅れが心配だ！訪問直後の 6 月 20 日から徐々に開花が始まったが、そこから開花から収穫までの目安が 100 日

と計算すると、9 月末、10 月頭頃の収穫になってしまう。時間が勝負のヌーヴォーにとっては厳しいタイミングだ

…。もし、このまま不安定な天候が続き、成長がさらに遅れるようなことがあれば、ヌーヴォーのためにモルゴン

など自社のブドウを使わなくてはならない可能性もある…。幸いこれから天候が上向きになると予報しているし、

ここからの回復に期待したいところだ！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       今年の畑の様子を説明するケヴィン                    ヌーヴォーの区画 

 

3 人の話を聞くと、2016 年は雹の被害、長雨とかなり大変な状況だ…。だが近年も決して楽だったわけではな

く、今までも厳しい状況を何度も乗り越え、素晴らしワインをつくり上げてきたのだ！今年も最後はきちんと今年

の美味しさを出してくるとことだろう！ただ、夏はこれからが本番！雷雨と雹を回避し、天候の回復を期待したい！

次のレポートもどうぞお楽しみに～！ 

（2016年 6月 16 日訪問レポート） 


